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１月13日、平成20年成人式が武道館で開かれ、新た
に148人が成人を迎えました。
式典では、町長による式辞や来賓の祝辞などに続き、

新成人を代表して川本淳史さん（佐賀）と大内珠里さん
（曽根）が「20歳の誓い」を述べました。

式典後の集いでは、友人と思い出話に花を咲かせたり、
写真を撮り合ったりし、楽しい時間を過ごしました。

大人への第一歩

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■厚生年金・国民年金のお知らせ（Ｐ２）

■簡易水道料金が改定されます（Ｐ３）

■地デジとケーブルテレビって何が違うの？（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ７～９）

■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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【具体例】

３年前に退職した事業所で、厚生年金保険料

を給与天引きされたにもかかわらず、事業主が

厚生年金の加入手続きをしていなかったことが

わかった場合。

厚生年金・国民年金のお知らせ

今までは、厚生年金保険料が給与天引きされ

ていても、事業主から保険料の納付や厚生年金

の資格などの届出がなかった場合であって、保

険料の徴収権が時効消滅となる２年を経過した

ときは、その記録は年金に反映されませんでし

た。

しかし、厚生年金特例法の成立により、厚生

年金保険料の給与天引きがあったことが年金記

録確認第三者委員会で認定されたときは、年金

記録が訂正されて年金額に反映されることにな

りました。

■問合せ先

◇「ねんきんダイヤル」

Tel０５７０（０５）１１６５

（平日午前８時30分～午後５時15分）

※ＩＰ電話・ＰＨＳからは

Tel０３（６７００）１１６５

◇徳山社会保険事務所

Tel０８３４（３１）２１５４

◇町役場町民課

Tel（５６）７１１３

□社会保険庁ホームページ

http://www.sia.go.jp/

●厚生年金特例法ができました

国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた月

数が36月以上ある被保険者が、老齢・障害基礎年金の

いずれも受けないまま死亡したとき、死亡者と生計を

同一にしていた遺族に支給されます。

ただし、その人の死亡により遺族基礎年金を受けら

れる遺族がいる場合には支給されません。請求できる

遺族の範囲・順位は、死亡者の配偶者・子・父母・

孫・祖父母・兄弟姉妹です。

死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて決

まっています（120,000円～320,000円）。なお、付加

保険料を納めた期間が36月以上ある場合は、さらに

8,500円が加算されます。

●死亡一時金

●国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

国民年金保険料を納める方法には、社会保険庁から送られてくる納付書により金融機関などで納め

る方法と、口座振替などにより納める方法があります。

口座振替を利用されますと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け

るうえ、納め忘れもなくとても便利です。

また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせてい

ただくことにより月々50円割引される早割制度や、現金納付より

も割引額が多い６カ月前納・１年前納もありお得です。

口座振替をご希望の人は、納付書または年金手帳、通帳、金融機

関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関または社会保険事務所へ

お申し出ください。なお、１年前納および上半期の６カ月前納の手

続きは２月末までです。
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田布施・平生水道企業団の給水区域については、平成19年８月使用分から料金の改定をいたしましたが、

「佐賀簡易水道（黒羽根地区も含む）」「尾国簡易水道」「佐合島飲料水供給施設」「蔭平・日向平飲料水供給

施設」（以下総称して「平生町簡易水道事業」）についても、平成20年４月使用分から料金を改定させてい

ただきます。

平生町簡易水道事業では、安定した給水サービスの維持、健全な経営を図るため、管理・運営面でのコス

ト削減、民間委託などによる合理化・効率化をいっそう強力に推進することにより、水道料金の安定的収入

に努めてまいりました。

しかし、このような努力の中においても、なお困難な財政運営となっており、水道料金の改定は避けられ

ない状態であります。また、近年の経済状況や少子・高齢化に伴い、使用者の給水需要の変化が生じており、

多面的な観点から料金体系を見直すことになりました。

今後も、一層の経費節減・効率化に努めてまいりますので、みなさんのご理解とご協力をよろしくお願い

いたします。

１．改定内容

○料金体系は、量水器の口径による「口径

別料金体系（量水器口径別に基本料金

を設定）」に変更します。

○量水器使用料も口径別料金体系に変更し

ます。

２．改定時期

平成20年４月１日から適用いたします。

３．改定後の水道料金〔１カ月につき〕

右表のとおり

簡易水道料金が改定されます

■水道料金の計算例（消費税を含む）

■問合せ先 町役場建設課　Tel（56）7118

平成20年４月から

平成20年 春季全国火災予防運動
～住宅防火　いのちを守る　７つのポイント～

●３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
●４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

「わが家の安心チェック」
□コンセントをたこ足配線にしない。
□冷蔵庫のコンセントなど、普段隠
れているところもときどき掃除す
る。

□家の周りは整理整頓する。
□テレビ、こたつなどのコードを束
ねたまま使用しない。

□電気コードを家具の下敷きにしな
い。

「火は見てる　あなたが離れる　その時を」 ３月１日土～７日金
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地デジ（地上デジタル放送）は、今までの

テレビ放送（地上アナログテレビ放送）に代

わって、デジタル信号によって放送される新

しいテレビ放送のことです。（※１）

周東中継局が昨年８月から、柳井中継局は

昨年11月から放送が始まっています。

●いつから見れるの？

基本的にアナログ放送と同じですが、画面

は鮮明に、音声は高音質になります。

●放送される番組の内容は？

地デジを見るには、デジタルチューナーが

必要です。現在、次の方法で地デジをご覧に

なることができます。

・地デジ対応テレビを購入する。

・単体のデジタルチューナー、または地デジ

対応のＤＶＤ・ＨＤレコーダーなどを使

い、今までのアナログテレビで見る。

・ケーブルテレビを契約して専用のデジタル

チューナーを借り、今までのアナログテレ

ビで見る。

●テレビを買い換えるの？

※１　従来のテレビは、アナログ信号によって映

像を配信してきました。しかし、携帯電話の普

及などによって、電波の使い道はこれまでより

格段に増えてきています。そこで、電波を有効

に活用できるようにと、国が主導となって今ま

でのアナログ放送から、デジタル信号によるデ

ジタル放送に切りかえることとしました。

なお、今までのアナログテレビ放送は、平成

23年（2011年）７月24日までに全て終了します。

地デジのように電波ではなく、ケーブルを

使った有線によるテレビ放送を行うものをケ

ーブルテレビ（ＣＡＴＶ）といいます。

ケーブルテレビ事業者は、ＮＨＫや各民間

放送局の番組や独自番組などをケーブルによ

って各契約者のお宅へ配信します。

町内では、Ｋビジョン（株）（下松市）に

よるケーブルテレビ放送が４月から開局する

こととなっています。（※２）

●いつから見れるの？

契約内容にもよりますが、今までのアナロ

グ放送や地デジの他にも、ＢＳ・ＣＳなどの

衛星放送やＫビジョン（株）の独自番組も見

ることができます。

●放送される番組の内容は？

Ｋビジョン（株）では、ケーブルテレビ専

用デジタルチューナー１台の貸し出しを予定

していますので、今までのアナログテレビで

も地デジを見ることができます。（※３）

●地デジ対応テレビが必要なの？

※２　現在整備中ですので、地域によっては時期

が異なる場合もあります。なお、佐合島は含ま

れません。

※３　デジタル放送をご覧になるには、テレビ１

台につき１台のデジタルチューナーが必要とな

ります。

ケーブルを使ったインターネットのサービ

スもあります。これにより、町内のほぼ全域

がブロードバンド（高速回線）対応となります。

●インターネットもできるの？

●地デジってなに？ ●ケーブルテレビってなに？

地デジとケーブルテレビって何が違うの？

また、番組表や文字など

のデータ放送、クイズ・ア

ンケートなど双方向サービ

スも可能となります。

■問合せ先　町役場企画課　Tel（56）7120
◇地デジについて
総務省 地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
Tel0570（07）0101（つながらない場合Tel03（4334）1111）
◇町内のケーブルテレビについて
Ｋビジョン（株） Tel0833（44）4936
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昨年12月に開かれた第７回平

生町議会定例会で、次の方々が平

生町選挙管理委員として当選され

ました。

これを受けて平生町選挙管理委

員会では、１月24日に委員会を

開き、委員長ならびに委員長職務

代理者を決定しました。

委員の任期は平成20年１月24

日から平成24年１月23日までの

４年間です。

今後、公正中立で、明るい選挙

を目指しての活躍が期待されま

す。

選挙管理委員が
新しく選出されました

いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑

留者、引揚者の「ご本人」に、内閣

総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈

しています。（過去に内閣総理大臣

名の書状などを受けた人も対象）

請求書は、町役場健康福祉課の窓

口に置いてあります。

■問合せ先

独立行政法人

平和祈念事業特別基金

Tel０１２０（２３４）９３３

（月～金　午前９時15分～

午後５時15分、土日休み）

http://www.heiwa.go.jp/

町役場健康福祉課

Tel（５６）７１１５

恩給欠格者、戦後強制抑留
者、引揚者のみなさまへ

◇新しい選挙管理委員

（敬称略）

・委員長

藏田　義通（大野南）

・委員長職務代理者

中本　安生（曽　根）

・委員

武内　尊徳（平生村）

菊本　哲夫（佐　賀）
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普段の生活習慣と学力
平生小学校

イノシシの捕獲について
町内において、イノシシによる農林作物の被

害が深刻な問題となっており、農林作物被害防

除のため、猟友会による｢わな｣でのイノシシ捕

獲を実施しています。

「わな」の主な設置地区は宇佐木地区、大野

地区です。「わな」設置場所には、表示板およ

び看板を設置してありますので、近づかないで

ください。また、イノシシが「わな」にかかっ

ているのを発見した場合

も、危険ですので近づかな

いでください。（「わな」の

巡回は毎日行っています。）

昨年は３頭捕獲しました

が、まだ生息している可能

性があります。平成19年

12月16日に町内で捕獲さ

れたイノシシは、体重約

やまぐち電子申請サービスを利用すると、インター

ネットを使って、自宅や職場から24時間いつでも手

続きをすることができます。現在は、住民票の写しの

交付請求（予約）や各種税証明書（予約）などが利用

できます。

●利用方法　平生町のホームページの「やまぐち電子

申請サービス」のリンクからご利用ください。

◇平生町ホームページ
http://www.town.hirao.lg.jp/

●新しい手続きの利用開始日　平成20年３月３日月

●受付開始手続き

■問合せ先　町役場企画課　Tel（56）7120
※業務の内容については、各受付担当課へお問い合わせください。

電子申請（予約）・届出サービスの
手続きが拡大されます

100kgもある大型のオスでした。（写真）

イノシシによる農林作物の被害などがあり

ましたら、町役場 経済課【Tel（56）7117】

まで連絡してください。

今年度もあと２カ月足らず。４月当初に比べると、どの学年の子どもたちも体がずいぶん大きくなりま
した。それぞれの学年の締めくくりに向けて、子どもたちは毎日勉強・運動に取り組んでいます。
さて、２月・３月はいよいよ受験シーズンの到来でもあります。受験生のみなさん、かぜなどひかない

よう体調管理を十分にし、最後の追い込みに向けてがんばってください。

●朝食と学力の関係
文部科学省が2007年に全国の小学校６年生と中学校３

年生を対象に行った「全国学力・学習状況調査」。教科の
成績と生活習慣の関係の分析結果も発表されています。
これによると、「朝食を毎日食べる」「学校へ行く前に持
ち物を確認する」「家の人と学校のことについて話をする」
「家で学校の宿題をする」など、基本的な生活習慣がしっ
かりしている児童・生徒の正答率が高い傾向が全国的に見
られました。

●大切な食事、朝食
朝食は、勉強はもちろん、健康つくり、病気の予防の第
一歩でもあります。生活リズムを整え充実した１日となる
朝食をしっかり食べましょう。
平生小学校では『健康つくりカード』で、「早寝・早起

き・朝ごはん」の実施に全校で取り組んでいます。少しず
つですが喫食率は上がってきています。30分の早寝・早
起きで朝食を食べる時間を確保してみましょう。
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大
星
山
で
初
日
の
出毎

年
恒
例
の
「
初
日
の
出
を
迎
え
よ
う
」
（
大

星
山
で
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
主
催
）
が
、
元
日

の
早
朝
、
大
星
山
の
山
頂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
、
日
の
出
予
定
時
刻
の

７
時
16
分
過
ぎ
、
雲
の

上
か
ら
力
強
い
光
が
差

し
始
め
る
と
、
町
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の

参
加
者
か
ら
歓
声
が
沸

き
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
頂
で
は
、

ぜ
ん
ざ
い
や
甘
酒
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
冷
え
た
体

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

たこづくりに挑戦
たこづくり教

室が、１月６日

に曽根公民館

で、また、同月

14日には勤労

青少年ホームで

開かれました。

参加した子どもたちは、あらかじめ好きな模

様を描いておいたたこ紙を持参し、指導者に教

わりながら、個性豊かなたこを完成させました。

その後、屋外

に出てたこあげ

を行い、誰より

も高く飛ばそう

と、元気いっぱ

いに走り回って

いました。

真っ白なナマコを発見

１月７日、佐合島沿岸で、真っ白なナマコ

が捕れました。時々、黄みがかったナマコが

見つかることはあるそうですが、これほど白

いナマコは珍しいとのことです。

現在、周防大島町のなぎさ水族館が引き取

り、飼育を行っています。

親
子
で
マ
フ
ラ
ー
作
り

12
月
26
日
、
あ
み
も
の

教
室
が
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
計
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
平
生
町
消

費
者
問
題
協
議
会
の
み
な

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

道
具
を
使
わ
ず
、
指
だ
け

で
器
用
に
マ
フ
ラ
ー
を
編

ん
で
い
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
冬
休

み
の
楽
し
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き

町
内
各
地
区
で
、
ど
ん
ど

焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
賀
地
区
で
は
１
月
12

日
、
佐
賀
公
民
館
運
営
協
力

委
員
会
に
よ
り
公
民
館
前
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
竹

で
組
ん
だ
や
ぐ
ら
の
中
に
、

し
め
縄
飾
り
や
お
守
り
を
入

れ
て
燃
や
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
勢
い
良
く
燃

え
上
が
る
炎
を
眺
め
な
が

ら
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災

を
祈
り
ま
し
た
。
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１
月
４
日
、
平
生
町
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
観
閲
行
進

が
町
道
桜
町
線
で
行
わ
れ
、
消

防
団
や
自
衛
消
防
隊
、
大
野
地

区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
約
３
０
０
人

の
行
進
に
続
き
、
消
防
車
な
ど

の
車
両
隊
が
走
行
し
て
、
勇
壮

な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
体
育
館
で
開
か

れ
た
式
典
で
は
、
山
田
町
長
の

式
辞
や
伊
田
団
長
の
あ
い
さ

つ
、
消
防
団
員
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
、
団
員
の
士
気
の
向
上
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後

は
、
大
内
川
排
水
機
場
で
消
防

団
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
、
県
内
市
町
で
最
も
早
い
出

初
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

河
藤
昭
司
（
第
１
分
団
分
団
長
）

重
歳
　
士
（
第
２
分
団
分
団
長
）

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
14
年
】

大
下
真
雄
（
第
６
分
団
班
長
）

石
杉
正
明
（
第
７
分
団
班
長
）

世
山
文
男
（
本
部
団
員
）

鈴
木
　
隆
（
第
１
分
団
団
員
）

外
村
忠
義
（
第
５
分
団
団
員
）

松
山
元
則
（
第
５
分
団
団
員
）

吉
原
正
重
（
第
６
分
団
団
員
）

山
　
　
茂
（
第
７
分
団
団
員
）

濱
岡
泰
三
（
第
９
分
団
団
員
）

【
勤
続
13
年
】

河
本
和
雄
（
第
８
分
団
班
長
）

森
重
　
基
（
第
８
分
団
班
長
）

安
村
信
幸
（
第
８
分
団
班
長
）

河
島
　
建
（
本
部
団
員
）

今
村
成
利
（
第
１
分
団
団
員
）

上
野
博
文
（
第
５
分
団
団
員
）

藤
井
洋
巳
（
第
５
分
団
団
員
）

奥
村
光
宏
（
第
５
分
団
団
員
）

中
村
　
弥
（
第
７
分
団
団
員
）

【
勤
続
12
年
】

福
島
　
清
（
第
４
分
団
班
長
）

松
本
敏
之
（
第
４
分
団
班
長
）

隅
田
紀
正
（
本
部
団
員
）

新
河
正
美
（
第
１
分
団
団
員
）

松
宮
温
男
（
第
１
分
団
団
員
）

市
川
祥
史
（
第
５
分
団
団
員
）

【
勤
続
11
年
】

松
井
政
英
（
第
２
分
団
班
長
）

吉
兼
敏
和
（
第
２
分
団
班
長
）

木
舩
紀
之
（
第
７
分
団
団
員
）

【
勤
続
10
年
】

米
谷
　
修
（
第
８
分
団
部
長
）

宇
佐
川
滋
（
第
８
分
団
班
長
）

山
本
和
也
（
本
部
団
員
）

村
上
昭
二
（
第
２
分
団
団
員
）

宮
本
道
春
（
第
４
分
団
団
員
）

川
　
増
男
（
第
４
分
団
団
員
）

吉
田
武
夫
（
第
５
分
団
団
員
）

山
村
和
彦
（
第
６
分
団
団
員
）

南
木
辰
夫
（
第
９
分
団
団
員
）

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
お

よ
び
平
生
町
長
表
彰

◇
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

中
本
安
生
（
前
第
６
分
団
分
団
長
）

平
成
20
年

平
生
町
消
防
出
初
式

式
典
で
行
わ
れ
た
消
防
団
員
表
彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

石
本
　
清
（
前
第
７
分
団
分
団
長
）

金
岡
義
人
（
前
本
部
副
本
部
長
）

山
本
俊
明
（
前
本
部
部
長
）

角
本
正
一
（
前
第
８
分
団
部
長
）

池
内
康
世
（
前
第
７
分
団
班
長
）

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
20
年
】

河
村
好
雄
（
第
１
分
団
部
長
）

竹
村
佳
生
（
第
９
分
団
部
長
）

藤
川
泰
教
（
第
２
分
団
部
長
）

空
　
照
夫
（
第
４
分
団
部
長
）

藤
本
勝
一
（
第
３
分
団
班
長
）

大
下
和
良
（
第
４
分
団
班
長
）

関
永
哲
則
（
第
１
分
団
団
員
）

【
勤
続
15
年
】

松
永
恵
善
（
第
７
分
団
分
団
長
）

吉
木
富
雄
（
第
１
分
団
班
長
）

加
藤
　
明
（
第
２
分
団
班
長
）

鶴
田
道
也
（
第
２
分
団
班
長
）

福
屋
幸
紀
（
第
６
分
団
班
長
）

村
上
啓
賀
（
第
７
分
団
班
長
）

川
村
真
次
（
第
７
分
団
班
長
）

柳
原
俊
夫
（
第
８
分
団
班
長
）

木
舩
好
博
（
第
７
分
団
団
員
）

●
平
生
町
長
表
彰

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
25
年
】

高
末
佳
憲
（
第
３
分
団
部
長
）

〈
敬
称
略
〉

自
転
車
事
故
の

防
止
に
向
け
て

平
生
警
察
署
が
昨
年
11
月
、
学
校
関

係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
緊
密

な
連
携
に
よ
り
自
転
車
の
通
行
ル
ー
ル

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
街
頭
指
導
を
実

施
す
る
た
め
、
「
熊
毛
地
区
中
学
校
・

高
等
学
校
等
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
交

通
安
全
部
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
１
月
21
日
、
署
管
内

の
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
８
校
の
生

徒
34
人
が
、
校
内
で
自
転
車
の
安
全
指

導
を
行
う
『
ス
ク
ー
ル
・
サ
イ
ク
ル
・

リ
ー
ダ
ー
』
と
し
て
、
平
生
警
察
署
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
、平
生
中
学
校
か
ら
４
人
、

熊
毛
南
高
等
学
校
か
ら
６
人
が
委
嘱
さ

れ
、
自
転
車
事
故
の
防
止
に
向
け
て
主

体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

△平生警察署長から委嘱状の交付を
受ける平生中学校の宮本洋平くん

△退職消防団員感謝状を受ける中本安生さん
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周
南
駅
伝
競
走
大
会

１
月
20
日
、
第
57
回

平
和
記
念
周
南
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
、
冷

た
い
雨
が
降
り
し
き
る

中
、
参
加
し
た
25
チ
ー

ム
は
柳
井
市
・
田
布
施

町
・
光
市
・
平
生
町
の

計
38
・
１
キ
ロ
の
距
離

を
、
勝
利
を
目
指
し
て

走
り
ま
し
た
。

中
学
の
部
に
出
場
し

た
平
生
中
学
校
は
、
９

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、
６
校
中

２
位
の
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
食

育
を
考
え
る
講
習
会
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

と
食
育
」
（
平
生
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
主
催
）
が
、
１
月
12
日
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
周
東
Ｆ
Ｃ
に
所

属
す
る
小
学
６
年
生
８
人
と
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
同
協
議
会
の
若
山
智
恵

美
さ
ん
（
大
野
南
）
の
講
話
で
、
朝
食

を
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ク
イ
ズ
や
会
食
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
食
事
に
つ

い
て
話
し
合
い
、理
解
を
深
め
ま
し
た
。

七草のつどい

１月11日、七草・薬膳料理（七草のつどい）

が大野公民館で行われ、18人の参加者が調理

法などを学びました。

大野地区食生活改善推進協議会会員の指導の

下、薬膳料理の効能を教わりながら、七草がゆ

や木の実ぜんざいなど、消化吸収の良い８品の

料理を作りました。

調理後、１年の健康を祈りながら、出来上が

った料理をみんなでおいしくいただきました。

地
場
産
食
材
を
学
ぶ

平
生
小
学
校
で
は
、
全
国
学
校
給

食
週
間
（
１
月
24
日
〜
30
日
）
の
初

日
を
「
地
場
産
給
食
の
日
」
と
し
、

３
年
生
を
対
象
に
地
場
産
食
材
の
学

習
と
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

５
回
目
と
な
る
今
年
も
、
食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
田
一
利
さ
ん
（
曽

根
）
と
中
本
和
子
さ
ん
（
大
野
南
）

を
講
師
に
招
き
、
児
童
は
、
町
の
農

業
や
栽
培
し
て
い
る
イ
チ
ゴ
、
旬
の

野
菜
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

給
食
の
時
間
に
は
、
新
鮮
な
地
場

産
食
材
を
使
っ
た
「
ひ
ら
お
寿
司
」

や
「
ひ
ら
お
鍋
」
な
ど
が
登
場
し
、

地
場
産
食
材
の
お
い
し
さ
を
笑
顔
で

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町役場正面玄関内には、今年の干支
にちなんだ「ねずみ」の竹細工が、昨
年の干支の「いのしし」と並んで飾っ
てあります。

△若山栄治さん寄贈（１月15日）
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楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う

過
去
の
保
健
福
祉
動
向
調
査
に

よ
る
と
「
日
ご
ろ
か
ら
日
常
生
活

の
中
で
、
健
康
の
維
持
増
進
の
た

め
に
意
識
的
に
体
を
動
か
す
な
ど

の
運
動
を
し
て
い
る
」
人
は
、
半

数
以
上
で
す
。
ま
た
、
運
動
を
し

て
い
な
い
人
は
、
46
・
４
％
で
男

女
と
も
「
30
〜
39
歳
」
で
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

運
動
を
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
、
続
け
て
い
る
理
由
は
年
齢
が

高
く
な
る
に
従
い
「
足
腰
を
丈
夫

に
し
た
い
か
ら
」
「
体
調
が
よ
く

な
っ
た
り
、
よ
く
な
り
そ
う
だ
か

ら
」
「
病
気
の
治
療
や
予
防
の
た

め
」
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
若
い

世
代
で
は
「
好
き
だ
か
ら
」
「
基

礎
体
力
を
つ
け
た
い
か
ら
」
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
運
動

を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
そ
の

理
由
を
み
る
と
「
時
間
的
余
裕
が

な
い
」
46
・
７
％
「
め
ん
ど
う
く

さ
い
」
が
21
・
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
に
あ
て

は
ま
り
ま
す
か
。

◆
身
体
活
動
・
運
動
の
効
果

○
虚
血
性
心
疾
患
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
肥
満
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、

結
腸
が
ん
な
ど
に
か
か
り
に
く

く
な
っ
た
り
、
死
亡
割
合
も
低

く
な
り
ま
す
。

○
心
の
健
康
や
生
活
の
質
の
改
善

に
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
で
は
歩
行
な
ど
日
常
生

活
に
お
け
る
身
体
活
動
が
、
寝

た
き
り
や
死
亡
を
減
少
さ
せ
る

効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
生
活
習
慣
病
の
予
防
効
果

身
体
活
動
量
（
「
身
体
活
動
の

強
さ
」
×
「
行
な
っ
た
時
間
」
の

合
計
）
の
増
加
に
従
っ
て
上
昇
し

ま
す
。

最
近
で
は
、
家
事
や
仕
事
が
自

動
化
さ
れ
交
通
手
段
の
発
達
に
よ

り
身
体
活
動
量
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
で
定
期
的
な

運
動
や
意
識
的
に
身
体
活
動
を
す

る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
た
め
に
あ
な
た
の
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う

○
日
ご
ろ
か
ら
「
散
歩
」
「
早
く

歩
く
」
「
乗
り
物
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
わ
ず
に
歩
く
よ
う
に

す
る
」
な
ど
意
識
的
に
身
体
を

う
ご
か
し
ま
し
ょ
う
。

○
１
日
平
均
１
万
歩
以
上
歩
く
こ

と
を
目
標
に
　

○
週
２
回
以
上
、
１
回
30
分
以
上

の
息
が
少
し
は
ず
む
程
度
の
運

動
を
習
慣
に

○
最
初
の
運
動
と
し
て
は
ま
ず
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
つ

ら
い
の
は
、
だ
れ
に
も
介
護
の
大
変
さ
を
理

解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

認
知
症
の
お
年
寄
り
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
介
護
も
看
護
も
長
期
に
わ
た
る
場
合
が

あ
り
、
家
族
の
負
担
は
、
精
神
的
に
も
肉
体

的
に
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
介
護
に
疲
れ
、
健
康
状
態
を
損
な
い
、

家
族
と
も
ど
も
共
倒
れ
に
な
っ
た
り
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
わ
り
の
人
は
、
介
護
者
の
身
に
な
っ
て

考
え
、
思
い
や
り
の
心
で
接
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

▽
介
護
者
へ
の
思
い
や
り
　
〜
介
護
者
の
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
〜

シ
リ
ー
ズ

No.560

根菜の旨みがだし汁いっぱいに溶け込んでいます。

《材　料》　４人分

《作り方》

①鮭は2～3cm角に切る。ごぼうは幅５mmの斜め

切りにして水にさらす。大根と人参は厚さ５mm

のいちょう切りにする。

②しめじは石づきをとり、1本ずつほぐす｡ねぎは

１.５cm幅に切る。

③鍋に水５カップと①を入れて強火にかけ、煮立っ

たら弱火にし、あくを取って20分煮る。

④②を加えて中火で２～３分煮、みそを溶き入れ、

ひと煮立ちさせる。

甘塩鮭の切身 1切（100g）

ごぼう 小１本

大根 ３cm

人参　　　　　１/２本

しめじ　　　　１パック

ねぎ　　　　　１/２本

みそ　　　　　大さじ３

鮭と根菜のみそスープ

「

認

知

症

を

知

る

」

No.

９

(

「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
　
認
知
症
老
人

の
理
解
と
接
し
方
」
山
口
県
作
成)
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 153
「
曽
根
公
民
館
60
年
の
あ
ゆ
み
」
の

発
刊
に
あ
た
っ
て

「
曽
根
公
民
館
の
あ
ゆ
み
」
編
集
委
員
会

昭
和
21
年
７
月
、
「
公
民
館
の

設
置
に
つ
い
て
」
の
文
部
省
通つ
う

牒
ち
ょ
う

が
出
さ
れ
た
翌
年
、
曽
根
村

で
は
、
曽
根
小
学
校
校
舎
の
一
部

を
使
用
し
て
公
民
館
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

発
足
当
初
は
、
婦
人
会
、
青
年

団
を
中
心
と
し
て
多
く
の
事
業
が

実
施
さ
れ
、
ひ
と
づ
く
り
、
む
ら

お
こ
し
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

以
来
、
こ
れ
ら
先
人
達
の
業
績
を

受
け
継
ぎ
、
永
々
60
年
。
地
域
の

人
々
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
、
今
も
活
発
な
活
動
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
先
人
達
の

業
績
を
広
く
地
区
民
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
実

績
を
継
承
し
、
さ
ら
に
、
次
代
に

発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
、
「
曽
根
公
民
館
60
年
の
あ

ゆ
み
」
を
ま
と
め
、
今
後
の
生
涯

学
習
の
さ
ら
な
る
充
実
発
展
の
糧

に
な
れ
ば
と
、
こ
の
編
集
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
館
の
変
遷
、
運
営
組

織
、
サ
ー
ク
ル
・
各
種
団
体
、
講

座
な
ど
の
主
な
活
動
、
報
道
関
係

記
事
、
大
臣
表
彰
な
ど
を
盛
り
込

み
、
各
会
と
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表

者
な
ど
が
分
担
し
て
資
料
収
集
や

執
筆
を
し
、
９
人
の
委
員
が
編
集

な
ど
の
掌
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

古
い
資
料
を
読
み
な
が
ら
感
銘

を
受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
婦
人
会
の
膨
大
な
活

動
記
録
で
す
。
発
足
以
来
、
歴
代

の
婦
人
会
長
さ
ん
が
活
動
記
録
を

整
理
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
公
民
館
発
足
当
初
よ
り
、
婦

人
会
と
青
年
団
が
中
心
と
な
り
、

生
活
改
善
や
結
婚
改
善
、
農
事
研

究
会
や
各
種
講
演
会
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
た
様
子
、
ま
た
、

公
民
館
建
設
に
注
が
れ
た
情
熱
な

ど
、
ひ
と
づ
く
り
、
む
ら
お
こ
し

に
か
け
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。昭

和
53
年
、他
地
区
に
先
駆
け
、

公
民
館
運
営
協
力
委
員
会
が
発
足

し
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
、
活
動
グ
ル
ー
プ
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

各
サ
ー
ク
ル
ご
と
に
会
長
が
活
動

記
録
を
整
理
し
て
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
今
回
の
執
筆
に

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
、
各
会
、
各
サ
ー
ク
ル
ご

と
の
活
動
記
録
の
大
切
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

「
60
年
の
あ
ゆ
み
」
を
ひ
も
と

き
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
先
人
達

の
ひ
と
づ
く
り
・
む
ら
お
こ
し
に

か
け
ら
れ
た
熱
い
思
い
が
、
代
々

引
き
継
が
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
が
、
今
後
の
生
涯
学

習
、
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し

に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
あ
ゆ
み
」
（
約

３
０
０
頁
）
は
本
年
３
月
末
に
発

行
予
定
で
す
が
、
こ
の
編
集
発
行

に
あ
た
り
、
町
の
「
地
域
の
力
発

揮
事
業
」
に
指
定
さ
れ
、
ご
支
援

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

２月…18日月、25日月、29日（金／月末整理日）
３月…３日月、10日月

《一般書》

《児童書》

靖国への帰還

内田　康夫　著

研ぎ師太吉

山本　一力　著

私を猫と呼ばないで

山田　正紀　著　

５年3組リョウタ組

石田　衣良　著

天の町やなぎ通り

黒井　健　絵

ときそば

川端　 誠　作

ひとりざむらいとこうちょうせんせい

斉藤　洋　作

たぬきのたろべえのたこやきや

二宮由紀子 作　

風の館の物語　2

あさのあつこ　作

わが孫育て

佐藤　愛子 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『子どもを輝かせる10のお話』

日 野 原　重 明 著　

おとなの尺度で子どもの可能性を

測ってはいけない。言葉でなく心を

砕いて接し、さまざまな心あふれる
ものたちとの出

会いを、しみる

ように体験させ

ることが大切。

96歳の著者か

ら、子育て中の

あなたへ伝えた

いメッセージ。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分



山口県内では平成19年中、自転車と歩行者の交通事故が13件発

生しています。そのうち１件は、平生警察署管内で発生したもので

す。道路交通法では、自転車も乗れば車の仲間です。交通ルールと

マナーを守り、正しく運転しましょう。

【交通安全標語】

～自転車も乗れば車の仲間入り！～

一瞬の　よそ見が奪う　命と未来 （平成19年「交通安全年間スローガン」）

平成20年２月号　広報ひらお 12

シリーズ

山口県消費生活センター　電話山口県消費生活センター　電話 083(924)0999 083(924)0999山口県消費生活センター　電話 083(924)0999

正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活

アパート退去の際、敷金の返還を求めたところ、原状回復の

工事費用が敷金を上回っているため、逆に不足分を請求されま

した。原状回復とは、どういうことを言うのでしょうか。

原状回復とは、賃借人の故意や過失、善管注意義務違反、そ

の他通常の使用を超えるような損耗・毀損を復旧することで、

借りた当時の状態に戻すことではありません。

国土交通省が民間賃貸住宅の退去時における原状回復について、

一般的なルールを示した「原状回復をめぐるトラブルとガイドライ

ン」によれば、「原状回復とは、賃借人の居住、使用により発生し

た建築価値の減少のうち、賃借人の故意・過失、善管注意義務違反、

その他通常の使用を超えるような使用による損耗・毀損を復旧する

こと」とされています。

契約前に、退去時の原状回復などについて、契約書の内容をよく

読み、契約事項をしっかりと確認しておくことが大切です。退去時

はもちろん、入居時にも賃貸借人双方が立ち会い、物件の状況をチ

ェックリストの作成や写真を撮るなど確認することも有効です。

通常の損耗分とそれ以外の区分については、契約書の内容や当事

者間の協議事項にもよりますが、契約書があいまいな場合は、「原

状回復をめぐるトラブルとガイドライン」を参考にしながら賃貸人

と話し合いをするとよいでしょう。

◆◇ワンポイント◇◆

アパートを退去する際の原状回復とは？

相

談

ア
ド
バ
イ
ス

【自転車安全利用５則】

１ 自転車は、車道が原則、歩道は例外

２ 車道は左側を通行

３ 歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行

４ 安全ルールを守る

○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

○夜間はライトを点灯

○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５ 子どもはヘルメットを着用

ハッとした　その一瞬を　忘れるな
（安全・安心川柳入賞作品　平生町　藤井幸子さん）

自転車は、バランスを崩しやすい乗り物です。視野を妨げたり、

車両の安定を失うおそれのある方法（傘さし運転・携帯電話など）

で運転することは大変危険です。｢～ながら運転｣は絶対にやめまし

ょう。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春よ来い　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 故郷（ふるさと）

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【２月】 納期限２月29日

固定資産税　　　　第４期
国民健康保険税　　第８期
介護保険料　　　　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114
（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

３月11日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

３月11日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》

２月28日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

３月11日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

２月19日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

３月14日金 10：00～15：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所（旧 佐藤医院）

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

※熊南地域休日診療所は、平成19年11月末をもって

診療を終了しました。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井

２階ベビー服売り場前

日時：２月16日土、３月15日土　午後１時～５時

内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･
パニック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

県内の産業別最低賃金（時間額）が、平成19年

12月15日から改正されました。

■問合せ先
山口労働局賃金室
Tel０８３（９９５）０３７２

産業別最低賃金の改正

鉄鋼、非鉄金属製造業 ７７７円

電気機械器具製造業 ７１３円

輸送用機械器具製造業 ７５６円

百貨店、総合スーパー ７０１円

あなたの健康チェックをしてみませんか？

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

青
年
国
際
交
流
事
業
参
加
者
募
集

内
閣
府
で
は
、
平
成
20
年
度
に
実

施
す
る
国
際
交
流
事
業
（
「
国
際
青

年
育
成
交
流
」
「
日
中
青
年
親
善
交

流
」「
日
韓
青
年
親
善
交
流
」「
世
界

青
年
の
船
」
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の

船
」
）
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
受
付
期
限

３
月
21
日
金

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
国
際
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
３
４
３

県
立
光
高
等
学
校
定
時
制
生
徒
募
集

●
修
業
年
限

４
年
ま
た
は
３
年

●
学
科

普
通
科

●
募
集
人
員

第
１
学
年：

40
人
、

第
２
〜
４
学
年：

各
10
人
程
度

児
童
ク
ラ
ブ
入
会
者
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労

な
ど
の
た
め
不
在
の
家
庭
に
代
わ
っ

て
、
小
学
校
低
学
年
児
童
を
下
校
後

一
定
時
間
お
預
か
り
す
る
と
こ
ろ
で

す
。指

導
員
が
見
守
り
な
が
ら
、
家
庭

で
過
ご
す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
宿
題

を
し
た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

●
入
会
対
象
者

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
で
、

下
校
後
家
庭
外
労
働
や
病
気
な
ど
で

家
族
が
不
在
の
家
庭
。
た
だ
し
、
障

害
の
あ
る
児
童
な
ど
入
会
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
児
童
は
６
年
生
ま
で
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
定
員
お
よ
び
開
設
場
所

・
平
生
児
童
ク
ラ
ブ
　
１
０
０
人

（
平
生
中
央
児
童
館
）

・
佐
賀
児
童
ク
ラ
ブ
　
20
人
（
佐
賀

保
育
園
２
階
）

●
開
設
日
時

・
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日
（
日

曜
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
）
／
授
業
終
了
後
〜
午
後

５
時
30
分

・
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
中

（
春
・
夏
・
冬
休
み
）
／
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
（
就
労
時
間
や
通

勤
の
都
合
で
、
延
長
保
育
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
午
後
６
時
ま
で
お
預
か

り
し
ま
す
。）

●
負
担
経
費

１
カ
月
３
５
０
０
円
（
保
育
料
２

０
０
０
円
、お
や
つ
代
１
５
０
０
円
）

●
申
込
期
限

３
月
３
日
月

●
申
込
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班
、

佐
賀
出
張
所
　
※
必
要
書
類
（
就
労

証
明
書
な
ど
）
は
申
込
場
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）。

●
そ
の
他

定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、
低
学
年
・
母
子
家
庭
・
障

害
の
あ
る
児
童
か
ら
優
先
入
会
と

し
、
３
年
生
に
つ
い
て
は
抽
選
と
し

ま
す
。

延
長
保
育
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

別
途
延
長
保
育
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５
　

臨
時
雇
用
登
録
者
の
募
集

町
で
は
、
平
成
20
年
の
臨
時
雇
用

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
る
人
は
、
希
望

職
種
を
明
記
し
た
封
筒
に
履
歴
書
を

同
封
の
上
、
町
役
場
総
務
課
ま
た
は

佐
賀
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
期
限
は
２
月
29
日
金

（
必
着
）
で
す
。

◇
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
高
等
学
校
以
上

の
卒
業
者

●
勤
務
内
容

町
役
場
本
庁
な
ど
で
の
事
務
補

助
。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
な
く
、
登
録
者
と
し
て

各
課
な
ど
で
事
務
補
助
員
が
必
要
な

と
き
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
時
間

職
員
に
準
じ
ま
す
。

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
所
持
さ
れ
、
健
康

な
人

●
勤
務
内
容

保
育
園
お
よ
び
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

で
、園
児
や
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、

保
育
士
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
時
間

原
則
と
し
て
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

●
報
酬

日
給
ま
た
は
時
間
給
で
月

１
回
支
給

◇
給
食
調
理
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

健
康
で
意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

保
育
園
の
給
食
調
理

●
勤
務
日
・
時
間

原
則
と
し
て
平
日
の
給
食
が
あ
る

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
図
書
館
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

図
書
館
の
事
務
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
間
で
週
３

日
程
度
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
ま
た
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
共
通
事
項

勤
務
形
態
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
、

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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・
講
習
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ト

相
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＜ 以下は広告欄です ＞

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

３
月
１
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
〜
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の

住
民
票
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×

３
・
５
cm
）
、
免
許
証
、
更
新
中
免

許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の

コ
ピ
ー
、
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免

許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ

ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

法
的
な
困
り
ご
と
は
法
テ
ラ
ス
へ

法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も
適

切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。

●
相
談
電
話
番
号

Tel
（
０
５
７
０
）
０
７
８
３
７
４

（
法
テ
ラ
ス
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

平
日：

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土

曜：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
日
曜

祝
日
は
除
く
）

■
問
合
せ
先

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
　
山
口

地
方
事
務
所

Tel
０
５
０（
３
３
８
３
）５
４
９
０

平成20年度平生町排水設備指定工事店の新規指定および

更新指定の申し込みを受け付けますので、指定要件などを

確認のうえ申請してください。

なお、このたびから指定を受けた際に手数料を納めてい

ただくことになります。

●申込期間 ２月12日火～29日金（土・日・祝日除く）

●申込方法 定められた申請書（町ホームページからダウ

ンロードも可能）で、町役場建設課へ提出してください。

●指定要件

①責任技術者が１名以上専属していること

②工事の施工に必要な設備および器材を有していること

③山口県内に営業所があること

④市町税の滞納がないこと

⑤平生町排水設備指定工事店規則に定める第3条第1項第

5号の各事項に該当しないこと

●指定基準日 平成20年４月１日火　

●指定手数料 ▽新規：5,000円　▽更新：3,000円

■問合せ先 町役場建設課　Tel（56）7118

下水道排水設備指定工事店の指定
（新規・更新）の申し込みについて

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
灯
油

プ
ロ
パ
ン
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
（
総
務

省
承
認
統
計
調
査
）を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
数

１
万
世
帯

●
応
募
締
切

２
月
15
日
金
必
着

●
調
査
内
容
／
期
間

灯
油
・
プ
ロ

パ
ン
の
月
別
使
用
量
や
金
額
、
利
用

環
境
な
ど
／
平
成
20
年
４
月
〜
平
成

21
年
３
月
（
６
カ
月
ご
と
回
答
）

●
謝
礼

図
書
カ
ー
ド
２
０
０
０
円

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
学
士

取
得
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在

学
）、
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

●
大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間

在
学
）、
修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
）

●
受
付
期
限

２
月
29
日
金

究
所
　
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー

Tel
０
３
（
３
５
３
４
）
７
４
１
１

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

●
日
時

３
月
１
日
土
　
午
前
10
時
〜

●
場
所

柳
井
市
南
町
　
ゆ
め
タ
ウ

ン
柳
井
駐
車
場

●
主
催

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

●
内
容

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
柳
井

地
区
消
防
音
楽
隊
演
奏
／
柳
井
地
区

広
域
西
消
防
署
訓
練
展
示
／
幼
年
消

「
税
理
士
記
念
日
」
無
料
税
金
相
談

●
日
時

２
月
23
日
土

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所

光
商
工
会
議
所
（
光
市
民

ホ
ー
ル
横
）

●
相
談
内
容

贈
与
税
、
相
続
税
、

土
地
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
税
、
そ

の
他
税
金
に
関
す
る
無
料
相
談

●
主
催

中
国
税
理
士
会
光
支
部

■
問
合
せ
先

中
国
税
理
士
会
光
支
部

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

防
ク
ラ
ブ
防
火
演
技
／
防
火
も
ち
ま

き
）
、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
住

宅
用
火
災
警
報
器
・
防
炎
製
品
・
消

防
装
備
品
の
展
示
／
消
火
器
取
り
扱

い
体
験
／
煙
体
験
／
ぜ
ん
ざ
い
の
サ

ー
ビ
ス
（
先
着
２
０
０
名
様
））

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

■
問
合
せ
先

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０

h
ttp

://w
w
w
.u
-air.ac.jp

/

◇
第
１
学
年

第
１
次
募
集
志
願
登

録
期
限
　
２
月
14
日
木
午
前
10
時

◇
第
２
〜
４
学
年

出
願
期
間
　
３

月
14
日
金
〜
21
日
金
午
後
５
時
（
受

付
時
間
　
午
後
１
時
〜
５
時
）

■
問
合
せ
先

光
高
等
学
校
定
時
制

Tel
０
８
３
３
（
７
２
）
０
３
４
０
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《２月16日～３月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校　村上仁美平生中学校　宮村詩織

「のびゆくまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

受け継ごう
平生の文化と伝統を

育てよう
未来を担う若い力を


